
国語科学習指導案(本時案) 5 学年  

      単元名『もゆゆみみあをしょうかいしよう』 

１ 本時の位置（全〇時間扱い中の第〇時） 

前時： をした。 

次時： をする。 

２ 本時の主眼 

 表現をしたいという思いはあるが適切な文章表現が苦手な子どもたちが，伝わりやすい

文章とはどのようなものかを考える場面で，句読点やかぎ，段落に着目して，文章を直した

り，考えたことを互いに伝え合ったりすることを通して，よりよい文章表現に直すことがで

きる。 

３ 指導上の留意点 

・個人で考えることができるようにワークシートを人数分用意する。 

４ 本時の展開                                                 

段

階 

学習活動 予想される児童の反応 時

間 

指導・援助と評価 
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１もゆゆみみあ

紹介の文章を読

む。 

 

 

 

 

２どのように書

き換えれば分か

りやすくなりそ

うかの見通しを

立てる。 

 

 

・読みにくいね。 

・ここに“。”がなきゃおかしいよ。 

・この文章自体がおかしいんじゃない

かな。 

・“，”はどこで入れたらいいのかな。 

 

 

・“，”や“。”をつければもっと分かりや

すくなりそうだね。 

・段落を変えたほうがいいかもしれな

い。 

・もゆゆみみあには「」をつけたほうが

いいと思う。 
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〇子どもがもゆゆみみあ紹介を読む

ことができるように，教師が書画カ

メラで文章を映し出す。 

 

「どうすれば文章が伝わりやすくな

るかな。」 

 

〇子どもが考える見通しが立ちやす

くなるように、教師が子どもたちの

発言を「かぎ」として黒板に書く。 

 

３個人・グルー

プで考える。 

 

・もっと分かりやすくならないかな。 

・○○さんの考えはいいね。これを採

用しよう。 
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「どうしてそう考えたのかな。どんな

理由があるのかな。」 

〇子どもが時間の見通しをもって追

究できるように，教師が追究時間を

示して考える場を設ける。 

〇子どもが班でまとめた意見を記録

平成 30 年 6 月 28 日(木) 第 2 校時 
授業会場 3 年東組教室 
3 年東組 男子 18 名 女子 18 名 計 36
名 
指導教官    
授業者    

学習問題 伝わりやすい文章を書くためにはどうしたらよい
のか考えよう。 

学習課題 “，”や“。”などの符号をつけたり，段落を変え
たりすればよさそうだ。 
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 できるように、教師が班に一枚ワー

クシートを配布する。 

 

３各グループで

出た案について

全体共有をす

る。 

 

 

 

・確かにその符号があるとわかりやす

いかも。 

・ここに“，”があると，逆に分かりにく

くなっちゃうんじゃないかな。 

・私たちの班と一緒だ。 

・私たちの班の方がより分かりやすく

なったと思う。 
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○子どもが班の意見を全体に共有で

きるように，各班で出た意見や一致

した意見をまとめて黒板（書画カメ

ラで映したもの）に書き込む。 

 

 

 

 

 

５本時の追究を

振り返る。 

 

 

 

・みんな大体同じところに“。”をつけた

ね。 

・文章が長くなる時は“，”を途中で入れ

ると読みやすいね。 

・今度日記を書く時に注意してみよ

う。 
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○子どもが本時で考えたことを振り

返ることができるように， 教師が子

どもの発言を黒板にまとめる。 

 

 

評価：より良い文章表現に直してい

る。 

・ワークシート、意見交換の様子から 




